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編集後記

　『郵政博物館　研究紀要』第８号をお届けします。巻頭エッセイ１本、論文３本、研究ノート
１本、エッセイ１本、資料紹介２本、資料調査報告１本、トピックス２本の構成です。
　新井先生と後藤氏からは、軍事郵便に関するエッセイを寄稿いただきました。新井先生の巻
頭エッセイでは、戦後70年が経過し、戦争を直接体験した人が少なくなった今日、軍事郵便は
後世に戦争を伝える貴重な歴史的資料であるにもかかわらず、失われつつある現状に警鐘を鳴
らし、軍事郵便のインターネット公開という新たな試みを通して戦争を伝承していく意義と今
後の課題が論じられています。後藤氏のエッセイでは、人の「つながり」をテーマとした文学
作品に登場する軍事郵便に注目し、そこから軍事郵便の現代的意義を見出そうとしています。
　また寄稿いただいた研究は、明治期の郵便事業、高度成長期の郵便貯金、江戸時代の交通、
飛脚とテーマも幅広く、小原氏、伊藤氏、高橋氏のご論考では当館収蔵資料を活用いただきま
した。巻島氏のご論考は、宮城県から京都府まで広域にわたる飛脚関係の金石史料の現地調査
活動に基づく労作です。
　郵政博物館の歴史は、明治35（1902）年６月20日に、当時の京橋区木挽町の逓信省内に「郵
便博物館」を創設したことから始まり、今年で115年を迎えます。長年の収集活動により当館
の資料は、データベースに登録されているものだけでも40万件を超えており、郵政歴史文化研
究会の先生方をはじめ多くの方々のご協力を賜りながら、随時調査・整理を進めております。
本年度は「定飛脚日記」、初期の国際年賀状、郵政事業関連の特許状の調査の成果が掲載され
ています。当館はまだまだ多くの未整理、未調査資料を収蔵しており、その中には貴重な歴史
資料が埋もれているかも知れません。貴重な資料を預かる者として、また皆様により多くの研
究材料を提供させていただくために、今後も一層資料の調査・整理に努めてまいります。

（研究会事務局　田原）


